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「コロナウイルス感染症予防について」Ⅱ

先日、基本的な感染症予防（①身体的距離の確保 ②マスクの着用

③手洗い・手指消毒 ④換気）の徹底についてお願いしたところですが、

さらに、国や県から学校における感染症対策実施のポイント（感染源を経

つこと）について次のとおり示されましたので、各家庭での取組の協力を

お願いします。

※ 登校時の健康状態の把握（家庭への協力について）

登校時、児童生徒等の検温結果及び健康状態の把握を引き続きお願い

します。また、同居の家族にも毎日の健康状態の確認をお願いします。

※ 発熱等の風邪の症状がある場合等には登校しないことの徹底

発熱等の風邪の症状がある場合には、児童生徒は自宅で休養すること

を徹底してください。また、県が示しているリスクレベル４以上の地域

では、同居の家族に風邪症状が見られる場合も登校を控えるように示し

てありますので、ご理解とご協力をお願いします。

※ 感染者や濃厚接触者への配慮

どんなに感染対策を行っても、感染リスクを０にすることはできない

という事実を前提として、感染者が確認された場合には、迅速かつ的確

に町の教育委員会や衛生管理部局、学校医・学校薬剤師等の専門家と連

携して対処していきますので、感染者や濃厚接触者が、差別・いじめ・

誹謗中傷などの対象にならないよう、十分な配慮と注意をお願いします。

戸次の東さんに畝づくりや苗の準備をし コロナ禍の中ですが、命を守ることは

てもらい、植えていた芋が順調に育ち、先 最優先ですので、地震の避難訓練を行い

日学年ごとに収穫しました。思った以上の ました。朝自習の時間に、リモートで、

量と大きさで、土や芋に触れる子どもちの 学校内の全ての場所で地震に遭遇したと

目は輝き、声も弾んでいました。収穫した きの避難の仕方について学び、業間の時

芋は、それぞれの家庭に持ち帰ったり、給 間に実施訓練を行いました。リモートで、

食の調理に使ったりします。自分たちの手 知識として訓練のやり方を学び、それを

で植えたり、収穫したりした芋の味は最高 生かしての訓練でしたのでスムーズに避

だと思います。このような体験ができるの 難ができました。しかし、時が経つと記

も地域の皆様のご協力のお陰です。本当に 憶が薄れていきますので、「毎年、真剣

ありがと に避難訓練に参加して、全員がどこで地

うござい 震に遭遇しても、命を守れるようにして

ます。 ください。」

と 伝 え ま し
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